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地域おこし協力隊着任祝 運行２周年！ かんぱち号

空き家解消に向けた連携協定

（左から）時松副町長、田中哲也さん

（左から）時松副町長、株式会社ジチタイアド齊藤課長

　地域おこし協力隊の着任式が九重町役場で行われ、時
松副町長より田

たなか
中哲

てつや
也さん（宮崎県延岡市出身）へ委嘱状

が交付されました。
　時松副町長は「民間での経験を活かして、町を広くＰＲ
し、町のファンを増やしてほしい」と激励し、田中さんは「地
域で働く人、生活する人と共に歩みながら活動していきた
い」と決意を述べられました。
　田中さんはここのえ町づくり公社へ配属され、地域資
源の発掘や観光プロモーションにかかる業務に携わります。

　観光列車かんぱち号が運行開始2周年を迎え、おもて
なし駅「恵良駅」でイベントを開催しました。
　好天に恵まれた当日、観光アンバサダーと九重町公式
キャラクター「ミヤちゃん」のお出迎えや郷土芸能の獅子
舞の披露、地元特産品の販売等が行われました。
　約16分の停車時間では、乗客が買い物を楽しんだり、
記念撮影を行うなど笑顔あふれるおもてなしとなりました。

　株式会社ジチタイアドと九重町との空き家問題に関す
る官民連携協定締結式が、九重町役場で行われました。
　この協定は、株式会社ジチタイアドが提供する空き家
問題解決サービス「アキソル」を活用し、空き家の発生抑
制、適切な管理、利活用の促進を図ることを目的としてい
ます。
　齊

さいとう
藤直

なおゆき
行課長は「どの手段が最適かを考え、一歩を踏

み出せない空き家所有者を支援したい」とコメントしました。
九重町は、このサービスを通じて、空き家問題の解決に取
り組んでまいります。

■空き家に関する無料相談
　�専門スタッフが、所有者の状況に応じて相談に応
じます。☎️0120-772-135
■空き家所有者と専門業者のマッチング
　�解体、剪定、遺品整理など、必要な作業を行う業
者とのマッチングをサポートします。
■�売却が難しい空き家・空き地の
　0円譲渡マッチング
　�手放したい空き家・空き地について、0円での譲渡
先を探す仕組みを提供します。
■その他、問題解決に向けたアドバイス・サポート
　状況に合わせて、最適な解決方法をご提案します。

　５月に九重町から発送してい
ます固定資産税の納税通知書
に「アキソル」のサービスを紹介
するチラシを同封しています。

空き家・空き地の相談窓口
アキソルでできること

▲九重町ＨＰ
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ご寄附ありがとうございましたみつばこども園交通安全教室

ここのえ緑陽中学校「緑
りょくほうさい

萌祭」開催駐日スリランカ特命全権大使来校

（左から）日野町長、株式会社久大電設穴井将太さん元気よく交通安全クイズにこたえる子ども達

応援団による力強いパフォーマンス（中央左から３番目）ピヴィトゥルスリランカ特命全権大使

　株式会社久大電設様より企業版ふるさと納税としてご
寄附を頂き、九重町役場にて目録受領式及び感謝状贈呈
式を開催しました。式では、町長が株式会社久大電設代
表取締役 穴

あ な い
井将

しょうた
太さんへ感謝状を渡し、九重町への温

かいご支援に感謝の意を表しました。いただいた寄附は、
結婚、出産、子育てに関する事業に役立てさせていただき
ます。ご寄附ありがとうございました。

　みつばこども園の５歳児を対象に、玖珠郡交通安全協
会による交通安全教室が開催されました。
　クイズを交えながら、道路の安全な歩き方や信号機の
色の意味など、日常生活で大切な交通ルールをわかりや
すく説明されていました。
　子どもたちは元気よく手を挙げて質問に答えるなど、積
極的に参加し、交通安全について楽しく学ぶことができ
ました。

　ここのえ緑陽中学校体育祭『緑萌祭』が開催されまし
た。今年のテーマは「群

あ お
青くなれ」。「群青」とは、深く鮮や

かな青色を表し、青春の葛藤や純粋な情熱を象徴します。
それぞれの個性＝「自分にしか出せない色」を発揮し、緑
萌祭を通して一つの大きな「群青」を創り上げていきたい、
そしてこの瞬間にしかない青春を全力で楽しんでほしい
という思いが込められています。
　生徒たちは一つ一つの競技に全力で取り組み、同じチー
ムの仲間と声を掛け合いながら緑萌祭を楽しんでいました。

　野矢小学校に駐日スリランカ民主主義共和国特命全権大
使であるピヴィトゥル・ジャナック・クマーラシンハさんが訪問
されました。野矢地区には、町内の企業の技能実習生として
働くスリランカ人が数名生活しており、実習元企業である久
大林産株式会社と大使との交流により実現しました。
　訪問当日、大使から日本とスリランカの長きにわたる友好
関係や文化における日本との共通点をお話しいただきました。
交流の最後、大使は「スリランカの事を好きになってもらえま
したか」と問いかけ、児童たちは元気よく手を挙げていました。
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27 ここのえ町の魅力を発信！
　九重観光アンバサダー発表会が九重
町役場で行われました。
　新たにアンバサダーに任命されたの
は渡辺梨子さん。昨年度任命された日
野晴菜さんとともに一年間九重町の観
光の情報をSNS 等様々な媒体で情報
を発信していただきます。

5

渡辺 梨
り こ

子さん

日野 晴
は る な

菜さん

川
か わ づ

津 一
あ ず さ

紗さん

　この度、九重観光アンバサダーに就任いたしました、渡辺梨子
です。
　雄大な自然に囲まれた九重町には、景色や食、人の温かさなど、
たくさんの魅力があると感じています。
　私自身も九重の魅力をたくさん学び、一人でも多くの方に「行っ
てみたい」と思っていただけるよう頑張ります。
　九重町の皆さまに愛されるアンバサダーを目指してまいりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

　九重観光アンバサダーとして活動した1年目は、九重町の自然
の美しさや食の魅力、そして地域の方々の温かさに改めて触れる
ことができ、とても貴重な経験となりました。2年目は、これまで
以上に“ 九重町に行ってみたい ”と思っていただけるよう、イベン
トなどを通して、実際に感じた魅力を自分らしく発信していきたい
と思います。
　また、九重町をさらに盛り上げられる存在になれるよう、明るく
笑顔で頑張ります。2年目もよろしくお願いいたします。

　九重町が大好きな気持ちをきっかけに、九重観光アンバサダーを務めさせていた
だきました。子どもの頃から九重町へ訪れる機会が多く、豊かな自然や温泉、美し
い景色にいつも魅了されていました。活動を通して、地熱発電や昔から受け継がれ
る文化・伝統など、これまで知らなかった九重町の魅力をたくさん学ばせていただき、
さらに九重町が大好きになりました。地域の皆さまの温かい応援と支えのおかげで、
充実した2 年間を過ごすことができました。関わってくださったすべての皆さまへ、
心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

◀登録はこちら
　九重町観光情報
　（＠ kokonoetourism）

▲ Instagram
　渡辺梨子
　（＠ ricorico0419） 

▲ Instagram
　日野はるな
　（＠ kokoambsd） 

Instagramでも情報
発信をしています！

２年間ありがとうございました！
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